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副 腎 骨 髄 脂 肪 腫 の1例
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   A case of adrenal myelolipoma is reported. The patient was a 63-year-old female on whom 
liver dysfunction was diagnosed and a tumor was detected accidentally in the right adrenal region 
by ultrasound abdominal test. This patient was the 26th patient from whom this tumor was extir-

pated in Japan. Reports on similar cases are on the increase owing to the advances in diagnostic 
imaging. A half of such cases were asymptomatic, and 85% of them were right unilateral cases. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2021-2023, 1988)
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緒 言

副腎 骨髄 脂 肪腫 は,骨 髄 様 組 織 と脂 肪 組 織 か らな

る非 内分 泌性 の腫 瘍 で,Gierke')に よ り初 め て発 表

され,Oberling2)に よ りadrenalmyelolipomaと

命名 された.今 回,わ れ わ れ は,副 腎 骨髄 脂 肪 腫 の1

例 を経 験 し た の で 若 干 の文 献 的 考 察 を 加 え て報 告す

る.

症 例

患者:63歳,女 性

主訴:右 腹 部腫 瘤 精査

既往 歴:62歳 時,洞 房 プ ロ ノ クの ため ペ ース メ ー カ

ー装着

家族歴=特 記 す べ き こ とな し

現病 歴:1987年3月25日,近 医 で ペ ー ス メ ー カーの

経過観 察中,肝 機 能 の 異 常 を指 摘 され た.そ の ため 超

音波検査 を受 け た と ころ腹 部 腫 瘤 を指 摘 され,同 年4

月2日 当院 第 一 内科 を 訪 れ た.CT,超 音 波 検 査 に て

後腹膜腫 瘍 が疑 わ れ5月6日 入 院 とな った.

入 院時 現 症=身 長152cm,体 重62kg,血 圧108/

70mmHg,貧 血,黄 疸 な く,腹 部 平 担 で肝,腎,腹

部腫 瘤を 触知 しない.

入 院時 検 査所 見

血 液 像;RBC419×104mm3,wBc3600/mm3,

Hb13.1g/dl,Ht38.1%0,Plt17.2xlo41mmg.血 液 生

化 学;TP6.29/dl,GOT41mU/ml,GPT42

mU/m1;Alp119mU/ml,LDH228mU/ml,T-Bil

O.8mg/dl,FBS88mg/dl,BUN17mg/dl,Cr

1.Omg/dl,UA5.7mg/dl,Na139mEq/1,K4.8

mEq/1,Cl103mEq/1,BSR8mm/hr,CRP(一),

尿所 見;黄 色 透 明,PH6,蛋 白(一),糖(一),沈 渣

でWBC1～2/hpf,RBC1～2/hpf.内 分 泌学 的 検 査;

血 中adrenalinO.01ng/ml以 下,血 中noradrena・

linO」1rig/ml,血 中cortisol16.3ug/dl,血 中11-

OHCS17.7ug/dl,血 中aldosterone91.7pglml,

尿 中17-OHCS3.5mg/day.尿 中17-KS2.4mgt

day.

X線 学 的検 査:

KUBで 右 季 肋 部 に 小 豆 大 の石 灰 化 を認 め,IVP

で は 左腎 は 正常 であ る が,右 腎 の下 方 へ の偏 位 を認 め

た(Fig。1).腹 部CTで は 右 副 腎部 に9.4x8,3cm

で,CT値34.4と 脂肪 組 織 を 含み,enhanceさ れ に

くい表 面 平 滑 な腫 瘍 を 認 めた(Fig.2).大 動 脈造 影

では右 季 肋 部 にhypovascularな 腫 瘤 を認 め,右 副

腎静 脈 造影 では 腫瘤 に 一 致 した静 脈 を 認 め た(Fig.

3).

腹 部超 音 波 検査:右 腎上 極 に 接 す る大 きな 円形 の充
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Fig.1。IVP像(↑ 腫 瘍)
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Fig.4.超 音 波 断層 像
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Fig.2.腹 部CT像(↑ 腫 瘍)

Fig.5.摘 出組 織 割面 像
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Fig.3.右 副 腎 静脈 像

実 性 腫 瘤 を認 め た.ほ ぼ 均一 で,Hyperechoicの 像

を示 し,一 部 に 石 灰化 を 認め た(Fig.4),

手 術所 見 ・以 上 の検 査 よ り,内 分 泌 非 活性 の 右 副腎

腫 瘍 の診 断 で1987年6月12日 全 麻 下 に 摘 出術 を 行 っ

た.腰 部斜 切 開 で 第11肋 骨 を 切除 し後 腹膜 腔 に達 す る

と,簿 い被 膜 に 被 われ た 柔 らか な腫 瘤 を認 め,周 囲 と

の癒 着 な く容 易 に摘 出 され た.

摘 出標 本 は 大 き さ10.Ox8.Ox7.Ocmで,重 量 は

350gで あ った.割 面 は 黄 色 の部 分 と褐 色 の部 分 が混

在 して いた(Fig.5).

病 理 組織 学 的 所 見=正 常 副 腎組 織 の一 部 は腫 瘤 に よ

り辺 縁 に圧 排 され て い た.tumorは,出 血 を 伴 った

成 熟 脂 肪球 とそ の 一 部 に骨 髄 組織 がみ られ た.こ こに

は骨 髄 の3成 分 で あ る 巨核 球,穎 粒球,お よび赤血 球

系 列 の細 胞 を認 め,myelolipomaの 像 を示 した(Fig.

6).

考 察

副 腎 骨髄 脂肪 腫 は,こ れ まで の 報告 に よれ ば,剖 検

時に 偶 然 に 発 見 され た ものが 多 く,そ の頻 度 は0.13～

0.20%3-5)で あ る とい う.一 般 に 自,他 覚 的 症 状に 乏
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Fig.6.Myelolipoma像

Table1.坂 本 以 後 の本邦 報告 例

報告者 年齢 性別 患側 症状,合 併症 重量(B)報 告年度

17村 水

】8坂 井

19中 野

zo雨 宮

21古 谷

zz笠 松

Y3斉 藤

29鴨 下

25松 井

33男 右 偶然!肥 溝2701986

71女 右 偶然!背 部痛66 1986

54男 右 右季肋部痛7701986

62女 右 右側腹部痛4201986

37男 左 左側頑部痛

74女 右 偶然

53男 右 偶然

47男 右 偶然

56女 右 倶然

so

1987

1987

1987

1951987

1301987

26自 験例63女 右 偶然!肥 潤3501987

しいため に手 術 例 は少 な い.坂 本 ら6)は 本 邦 で 外科 的

に摘 出 され た副 腎骨 髄 脂 肪 腫16例 に 対 し検 討 を 行 って

いる.今 回は そ の後 に われ わ れ れ の 調べ 得 た10例 を 加

えた26例 の検 討 を 行 った(Tablc.1).

年 齢は20歳 ～74歳 に わ た り,平 均50.6歳 で50歳 代 に

12例 と最 も多 か った.男 女 比は 約2=1で 男 性 に 多

く,患 側 は 右側 が18例 と右 側 に 多 か った.重 量 は10

g～1,950gに 分布 し,平 均577gで,そ の うち7例

は609以 下 の比 較 的小 さな 腫瘍 で あ った.腹 部 腫瘤

や腹痛 な どの症 状 が な く,無 症 状 で あ った症 例 が13例

(50.0%)あ り,そ れ らの 重量 は 平 均1469で あ った ・

偶然発見 され た13例 中ll例 は 右側 例 であ り,大 部 分 は

超音 波 に よる肝 の ス ク リー ニ ング時 に発 見 され た もの

で あ った.右 副 腎 の解 剖 学的 な位 置 関係 に よる もの と

考 え られ た.

最 近 の画 像 診 断 の進 歩 に よ り,本 症 の 報 告 は 増 加

し,26例 中8害1」が 最近5年 以 内の 報 告 であ る.本 症 の診

断 はCT,超 音 波検 査 が 有用 で あ り,CTで の不 均一

な 脂肪 濃 度 の存 在 や,超 音 波 で のsuprarenalhyper-

echoicmassの 存 在 が特 徴 とされ て い る.

鑑 別 診 断 と して はlipoma,1iposarcoma,angio-

myolil〕omaな どが あ るがCT,超 音 波検 査 で はlipo-

sarcomaな どの悪性 腫 瘍 との鑑 別 は 困難 な た めCT

や 超 音波 ガイ ド下 の 針生 検7-9)の 報 告 もみ られ る.し

か し,無 症 状 の比 較 的 小 さな症 例 に対 して は,生 検 も

容 易 で ない こ とが 多 い ので,厳 重 に経 過 を 観 察す るの

も一法 であ ろ う.
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